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はじめにはじめに

ステロイドの長期投与により誘発されたと考ステロイドの長期投与により誘発されたと考
 えられる高血糖および高脂血症を呈する猫えられる高血糖および高脂血症を呈する猫
 が来院した。が来院した。

この症例に対して、コマーシャル・ラボで提供この症例に対して、コマーシャル・ラボで提供
 されるされる血中リポタンパク質分画血中リポタンパク質分画の詳細解析の詳細解析

 サービス（サービス（LipoLipo TESTTEST）を利用し、従来の治療）を利用し、従来の治療
 指針に加え、脂質代謝に重点をおいた診断指針に加え、脂質代謝に重点をおいた診断

 治療を行うことにより良好な状態を維持する治療を行うことにより良好な状態を維持する
 ことができたのでその治療経過を報告する。ことができたのでその治療経過を報告する。



リポタンパク質とはリポタンパク質とは 図譜：札幌厚生病院循環器科HPより許可を得て引用
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リポタンパクの分類リポタンパクの分類

中性脂肪 中性脂肪 中性脂肪 中性脂肪

コレステロール コレステロール コレステロール コレステロール

＞ ＞
＞ ＞

食事性 悪玉 悪玉 善玉

キロミクロン:CM VLDL LDL HDL



脂質代謝の状態を
波形データで分かりやす

 く表記。
標準データとの比較によ

 り、脂質代謝の状態が一

 目瞭然。

数値データも
・コレステロール
・中性脂肪
各４分画ごとに報告。

LipoTESTLipoTEST 脂質解析データの報告例脂質解析データの報告例

検査結果に対する
簡単なコメントも
ついています。





症例：ｲﾝｽﾘﾝ抵抗性パターンの猫症例：ｲﾝｽﾘﾝ抵抗性パターンの猫

日本猫、去勢雄、日本猫、去勢雄、77歳齢、歳齢、6.3kg6.3kg、、B.C.S.B.C.S.＝＝44（体重過剰）（体重過剰）

病歴：病歴：

33才齢時に他院にて口内炎の診断才齢時に他院にて口内炎の診断((ウィルス検査：ウィルス検査：
 FeLVFeLV((--)/FIV()/FIV(--))））を受け、以来を受け、以来33日に日に11回回の間隔での間隔で

 プレドニゾロンプレドニゾロン1mg/kg1mg/kg、の注射治療を継続中。、の注射治療を継続中。

皮膚真菌症を併発し皮膚真菌症を併発し、その治療のために、その治療のために来院した。来院した。

院内検査にて空腹時院内検査にて空腹時におけるにおける高血高血糖糖(354mg/dl)(354mg/dl)、、

TG(500mg/dlTG(500mg/dl以上以上))、、TChoTCho（（224mg/dl)224mg/dl)の高値の高値をを
 認めたため、認めたため、LipoTESTLipoTESTを実施した。を実施した。



第１回目の脂質詳細解析結果第１回目の脂質詳細解析結果
総コレステロール、総コレステロール、VLDLVLDL、、

 HDLHDL各コレステロール分画各コレステロール分画
 において高値が認められ、において高値が認められ、
 特に特にVLDLVLDL・・中性脂肪値に中性脂肪値に

 おいては極端な異常高値おいては極端な異常高値
 が認められました。が認められました。

加えて、正常な検体では加えて、正常な検体では
 認められない、遊離グリセ認められない、遊離グリセ

 ロールにも特異的なピークロールにも特異的なピーク
 が見られました。が見られました。

遊離グリセロール



治療計画と経過治療計画と経過
B.C.S.B.C.S.が４、空腹時高血糖、尿糖が４、空腹時高血糖、尿糖(+++)(+++)がみとめられ、がみとめられ、

 血中フルクトサミンが高値（血中フルクトサミンが高値（362umol/362umol/ℓℓ）を示し、ス）を示し、ス
 テロイドの長期投与歴があることからステロイド誘テロイドの長期投与歴があることからステロイド誘
 発性糖尿病との仮診断を下し、ステロイドの漸減・発性糖尿病との仮診断を下し、ステロイドの漸減・
 脂質代謝の改善を目的とした治療を開始した。脂質代謝の改善を目的とした治療を開始した。

中性脂肪の分解と排泄を促進中性脂肪の分解と排泄を促進させるさせる酵素製剤（エ酵素製剤（エ
 ラスチームラスチームR ：：エーザイ）の経口投与を選択し、エーザイ）の経口投与を選択し、11日日11
 錠（錠（1,800U1,800U）を投与。）を投与。TG,TCho,GluTG,TCho,Gluをモニター観察をモニター観察しし
 ステロイド漸減後も高血糖が持続したため、ステロイド漸減後も高血糖が持続したため、スルスル

 フォニル尿素系の経口血糖降下剤（フォニル尿素系の経口血糖降下剤（グリメピリド：グリメピリド：ｱｱ
 ﾏﾘｰﾙﾏﾘｰﾙR

 
）を）を11日日11回回1mg11mg1錠投与を錠投与を開始し、血糖値の開始し、血糖値の

 低下を確認した低下を確認した後後、、２ヶ月目に再度２ヶ月目に再度LipoLipo
 

TESTTESTをを
 行った。行った。



院内での経過モニター検査院内での経過モニター検査
経過日経過日 Glu(mgGlu(mg/dl)/dl) TG(mgTG(mg/dl)/dl) TCho(mgTCho(mg/dl)/dl) 備考備考

初日初日 ３５４３５４ ＞５００＞５００ ２２４２２４ 尿糖：＋＋＋尿糖：＋＋＋

77日目日目 ４３３４３３ ＞５００＞５００ ２２９２２９

2121日目日目 ４３９４３９ ４１６４１６ １９９１９９ ﾌﾙｸﾄｻﾐﾝﾌﾙｸﾄｻﾐﾝ

 362362μμmol/lmol/l

2828日目日目 ４８４４８４ ２３４２３４ １７６１７６ Pre0.2mg/kg Pre0.2mg/kg eodeod

5050日目日目 １２３１２３ ６６６６ ７４７４

6060日目日目 １５８１５８ ７９７９ ８４８４

147147日目日目 １４０１４０ ９９９９ ９７９７ ﾌﾙｸﾄｻﾐﾝﾌﾙｸﾄｻﾐﾝ

 146146μμmol/lmol/l

エラスチーム投与開始

アマリール投与開始

LipoTEST実施

LipoTEST実施



第２回目の脂質詳細解析結果第２回目の脂質詳細解析結果

中性脂肪とコレステロール中性脂肪とコレステロール
 の全ての値が正常範囲との全ての値が正常範囲と

 なった。なった。

症例の体重にも減量効果症例の体重にも減量効果
 が見られ、が見られ、5.68kg5.68kgに減少しに減少し
 ました。ました。B.C.S.B.C.S.の評点もの評点も44かか
 らら33になった。になった。

仮



11回目と回目と22回目検査の比較（回目検査の比較（22ヶ月経過）ヶ月経過）

仮



解析結果に基づく治療に対する評価解析結果に基づく治療に対する評価

ステロイド漸減に加え脂質代謝改善を目的としたステロイド漸減に加え脂質代謝改善を目的とした
 ｴﾗｽﾁｰﾑｴﾗｽﾁｰﾑRの投与を開始したことによりの投与を開始したことによりVLDLVLDL分画の分画の

 高値が改善され、ｱﾏﾘｰﾙ高値が改善され、ｱﾏﾘｰﾙRの追加投与によって血の追加投与によって血
 糖値も改善された。症例の一般状態は現在も良好糖値も改善された。症例の一般状態は現在も良好

 で、ｲﾝｽﾘﾝ注射による治療も回避できたことによりで、ｲﾝｽﾘﾝ注射による治療も回避できたことにより
 オーナーの満足度も高く評価されている。オーナーの満足度も高く評価されている。

今後は、膵ｱﾐﾛｲﾄﾞｰｼｽの進行を促進する可能性が今後は、膵ｱﾐﾛｲﾄﾞｰｼｽの進行を促進する可能性が
 あるｱﾏﾘｰﾙあるｱﾏﾘｰﾙRの長期投与を避けて、代替療法によの長期投与を避けて、代替療法によ

 るステロイド離脱と合わせてｴﾗｽﾁｰﾑるステロイド離脱と合わせてｴﾗｽﾁｰﾑR単独治療が単独治療が
 可能となるかどうかの経過観察を継続したいと考可能となるかどうかの経過観察を継続したいと考

 えている。えている。



脂質代謝改善治療によるアプローチ脂質代謝改善治療によるアプローチ
 

まとめまとめ
一般に犬猫の糖尿病末期には脂質代謝不全によるケトア一般に犬猫の糖尿病末期には脂質代謝不全によるケトア

 シドーシスを呈し、致死的転帰をたどることも少なくない。シドーシスを呈し、致死的転帰をたどることも少なくない。

それにも関わらず、糖尿病の管理において血中脂質のコそれにも関わらず、糖尿病の管理において血中脂質のコ
 ントロールに主眼がおかれることは稀である。ントロールに主眼がおかれることは稀である。

今回、脂質詳細解析サービスを利用し、治療方針に脂質今回、脂質詳細解析サービスを利用し、治療方針に脂質
 代謝の改善を加えたことが、症例の血糖管理にも役立っ代謝の改善を加えたことが、症例の血糖管理にも役立っ
 たと考えられ、たと考えられ、LipoLipo TESTTESTの活用は臨床上有意義だった。の活用は臨床上有意義だった。

今後、獣医領域での脂質解析検査の評価はそのニーズと今後、獣医領域での脂質解析検査の評価はそのニーズと
 ともに、更に高まってくるともに、更に高まってくるものと考えられるものと考えられる。。

他の内分泌疾患においても解析結果に沿った脂質代謝改他の内分泌疾患においても解析結果に沿った脂質代謝改
 善を目的とした治療指針を明確にできるように更に症例数善を目的とした治療指針を明確にできるように更に症例数
 を重ねていきたい。を重ねていきたい。
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